
南児童館閉館に伴う説明会の開催 

説明会 令和6年11月２日（土） 
９時３０分～  南小 会議室にて 

補正予算の概要 その１ 
スマート IC 事業計画検討委託（1950万円） に賛否両論！修正動議！ 

討議資料  

※この「わかば」はすべて⾃⼰負担にて発⾏しており、政務活動費は⼀切使⽤しておりません。 
裾野市議会では、政務活動費は会派に対して交付され、議員の個⼈活動には充当できない規則となっております。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かも博美後援会 会報誌 わかば    No．５４ 
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裾野市議会議員 

 

無所属★市民派 

 

《 ご挨拶 》  ご要望、ご相談、ご意見等ありましたら、お気軽にお声掛けください！ 

令和６年９月定例会が１０月２日に閉会しました。9月定例会は前年度の決算が主な審査とな
り、令和5年度の決算の実質単年度収支は、12億 9436万円の赤字となりました。 
補正予算の審査においても慎重審議や議員間での協議、討論が重ねられました。 
 
 
 
子ども達の居場所や遊び場として、地域の子ども達の健全育成を支えてきた南児童館を今年度末
(R7.3.31)で閉館し、福祉保健会館内に設置された親子交流スペース“すこっぷ”に児童館機能を
集約する方針が示されました。令和 3年に北児童館が廃止されてから、市内唯一の児童館でし
たが、子育て支援機能を充実させるための集約とのことです。 
下記日程にて説明会が開催されます。児童館を利用されているお子様方、保護者、地域の方々
など、これまでの経緯や今後について、お話をお聞きになりたい方はぜひご参加ください。 
 
 
 

補正予算では、昨年の調査により SIC（スマートインターチェンジ）の設置可能性のある
３箇所１４ルートについて、その必要性等を計るための委託費が計上されました。 
議会では、S IC 事業計画検討委託 1950 万円を削除し、予備費に振り替える 
修正動議が提出され、私は修正案賛成・原案反対の立場で討論しました。 
 

審議で争点となったのは・・・ 
●標準の S I C 設置条件※ではなく、特例値で抽出した設置可能箇所（３箇所１４ルート）
の実現可能性（道路管理者との協議なし）が不明確であること。 
           （※トンネルからの離隔 標準１km → 特例値０.５Km） 
●市として S I C を設置する目的、狙いが未検討であること。 
●今後、多数の大型事業を計画している中において、巨額と見込まれる S I C 事業を含め
た将来の財政計画が示されていないこと。 など 
 

イメージ 
 
 
 

採決の結果、賛成１０：反対８で原案が可決されました。 
 
 
 

裾野市はこの調査結果にて、SIC を設置するか否かを含め、判断していくとの
ことです。調査結果が出るのは 1年後です。 

その間に、市として S I C を設置する目的やまちづくりの方針をしっかり検討し、議会や
市民に示して欲しいと思います。今後もこの件についてしっかり注視していきます。 

 
 
 

詳しくは HP より 
 
 
 



補正予算の概要 その２ 
（仮称）御師公園事業運営に係る公募・選定支援委託（🔺1913万円）を減額 
（仮称）御師公園設計委託（2500 万円）を計上 

補正予算の概要 その３ 

小中学校の特別教室（音楽室・理科室の２室）へ 
エアコンを設置するための設計委託（902万円） を計上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、「御師」をご存知でしょうか？ 
「御師」とは、特定の神社に属し、信者のために祈祷を行い、参詣者を宿泊させ、案内をする
人のことを言います。天保 15年（1944 年）頃、須山浅間神社では、夏の開山期に富士登山に
訪れる富士講の信者たちのために 12人の御師が仕えていたとされています。 
現在では、裾野市須山に「旧渡辺家」という御師住宅の遺構が 1件残されています。 
 
 この御師住宅を中心とした公園整備の計画が進んでいます。 

整備面積は約５ha。令和 4年度には民間活力の導入を調査しました
が、市の負担が大きく、参入事業者の有無、来場者の規模も不透明
なため、民間活力導入から方針転換し、市が整備を行うとのこと。 
 

５haを４工区にわけ、まずは１工区から整備に着手し、
御師住宅の復元を含め令和 11年の完成を目指します。 
全工区が完成するには20年かかるとのこと。。。 
防衛補助を活用しても、想定される事業費の市の負担は
１６.５億円、今後 20年間での市の負担額は１７.７億円
とのことです。 
 

御師住宅（旧渡辺家）須⼭ 
 

夏の暑さが年々厳しくなっています。令和 3年に市内全小中学校の普通教室へのエアコン設置
が完了してから、教育環境の整備が進んだ一方で、音楽室、理科室、家庭科室、技術科室等の
特別教室へのエアコン設置について、議会、学校、児童生徒、市 P T A 連合会等から要望が上
がっていました。特別教室の利用率、国の補助金の活用等を踏まえ、各学校の２室に、来年の
夏に間に合うようにエアコン設置の設計費が計上されました！ 

補正予算の概要 その４ 

児童手当の対象者拡充（1億 4900 万円（うち国・県負担1億 3410万円）） 
 国の児童手当制度が改正され、この 10月から児童手当の対象者等が全国一律に拡充します！ 

所得制限を撤廃 高校生年代まで延長 第３子以降は 3万円 

改正後の児童手当の支給については、 
申請が必要な場合と不要な場合があります。 
詳しくは二次元コードからご確認ください。  

2023 年 9 ⽉号広報すそのより 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収入  １ヶ月あたり 

給与（基本給） 市税（市民税・固定資産税など） １６万５１６４円 

給与（諸手当） 地方交付税・地方譲与税・各種交付金 ４万０７３７円 

パート収入 諸収入・使用料・手数料・財産収入など 1 万４９４６円 

親からの援助 国・県支出金、寄付金 １２万６５７３円 

ローン（借入金） 市債 １万１０６４円 

貯金引き出し 基金繰入金など ６万０７８０円 

前年度に残ったお金 繰越金 １万９２５０円 

収入合計  ４２万１１８９円 

支出  １ヶ月あたり 

食費 人件費 ５万９３９９円 

光熱水費など雑費 物件費（光熱水費・消耗品費・委託料） ５万７４６４円 

医療・介護・教育費 扶助費・補助費など １０万５２９７円 

家の改修・修繕 投資的経費・維持補修費 ６万７６５１円 

子供への仕送り 貸付金・繰出金 ２万４３８５円 

ローンの返済 公債費（市債の返還） ３万９７００円 

貯金 積立金 ３万９５３５円 

支出合計  ３９万３４３１円 

Q．実質単年度収支※１が 12 億 9436 万円の赤字となった 

「令和 5 年度決算」を総括的にどのように評価しているか？  

A．将来投資事業に取り組むことを目的に予算編成を行った結果である。 

令和 5年度決算額を５０００万分の１に縮小し、 
年収約 500万の家庭の１ヶ月分の家計簿として算出してみました。 
 

決算に対する総括質疑を行いました！ 

Q．経常収支比率※２が９６.８％となり、再び硬直化が進んでいる。 

要因をどのように捉え、改善に向けた方向性をどのように考えているのか？ 

  
A． 要因は地方交付税や臨時財政対策債などの歳入の減少によるものと考える。 

自立的な改善策として公債費の抑制に取り組んでいく。 

※１実質単年度収⽀：単年度収⽀に⿊字要因となる基⾦（貯⾦）積み⽴て額等を加え、⾚字要素
である基⾦（貯⾦）引き出し額を差し引いたものです。単年度収⽀が⿊字でも、実質単年度
収⽀が⾚字なら、貯蓄の取り崩しなどにより資⾦をやりくりしていることになります。 

※２経常収⽀⽐率：財政構造の弾⼒性を⽰す指標で毎年度の経常的な収⼊と⽀出の割合を⽰して
います。市町村では７０〜７５％に収まることが妥当とされています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裾野市議会議員の任期は 2年が経過し、議会人事や委員会委員の改選が行われました。 
新たに、議長に井出悟議員、副議長に土屋主久議員が就任しました。 
私は、産業建設水道委員会への所属となりました。また引き続き、議会運営委員会にも
所属します。さらに、議会の政策形成や議員定数・報酬のあり方について検討する特別委員会
にも所属することとなりました。 
 

今回の定例会では、補正予算、決算審査において、事業経過や⽅針転換に対する説明不⾜が散⾒
されました。議会では昨年も『重要な事業の方針転換などが想定される場合や、方針転換に向けた取組を

予定している場合は、事前に情報共有、協議、調整をすること』を申し⼊れているにも関わらず、履⾏さ
れていないことから、議会最終⽇には、全会⼀致で再度強く申し⼊れを⾏うこととなりました。
事業の財源は市⺠の皆様からの⼤切な税⾦です。�
今後も議会の責務を強く認識し、議会の機能をしっかりと発揮していきます。�

� � � � � 裾野市議会議員� 賀茂� 博美�

編集後記 

下記日程にて、議員とのワークショップ形式での意見交換会を開催します。 
皆さんと一緒にまちづくりを考える機会にしたいと考えています！お気軽にご参加ください。 


